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⑰ 朗 謡 の ジグ ( 伏 礼 ) と 感謝 の ダ ジ ダ 


1 一 朗 計 の サジ ダ 


@ 朋 放 の サジ ダ の 法 的 位置 づけ は : サラ ー 中 で ある か どう か に 関わ ら ず 、 ス ンプ ! で す 。 




















クル アー ン の サジ ダ す べき 箇所 を 読ん だ 当 人 と それ を 耳 に し た 者 は 、 いか な る 時 で も サ 




















ジ ダ す る の が スン ナ で す 。 


僅 クレ アーン の 中 の サジ ダ す べき 人 箇所 の 数 : 








クル アー ン の 中 に は サジ ダ す べき 人 箇所 が 15 あり ます 。 そ れ を 含む スー ラ ( 章 ) は 以下 に 











示す 通り で す : 
高 璧 章 (第 7 章 ) 

鳴 章 (第 18 章 ) 

蜜蜂 章 (第 16 剖 ) 

夜 の 旅 章 (第 17 章 ) 

マル ヤム 章 (第 19 章 ) 
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ハッ ジ 章 (第 22 章 ) - 2 箇所 


フル カー ン 章 (第 25 章 ) 
時 章 (第 27 章 ) 

サジ ダ 章 (第 32 剖 ) 
サー ド 章 (第 38 剖 ) 





フッ スイ ラ ト 章 (第 41 章 ) 





星 章 (第 53 章 ) 
裂け 散る の 章 (第 84 章 ) 
疑 血 の 章 (第 96 草 ) 














@ クル アデ アーン に お ける サジ ダ の 人 箇所 に は 2 種類 あり ます : 





その 種類 に は 、① 伝 達 と ② 命 令 の 2 つが あり ます 。 





伝達 の 場合 と いう の は : 








全て の 、 あ る い は 特定 の 第 造物 が アッ ラー に 向かっ て サジ 











ダ す る と いう 、 ア デッラ ー か ら の ご 通知 の こと で す 。 














命令 の 場合 と いう の は : 














文字 通り 、 上 崇高 な る アッ ラー か ら の サジ ダ の ご 命令 で す 。 

















ゆえ に 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー の ご 命令 に 応じ る 形 で 行わ れ ます 。 


1 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に 
性 質 的 ・ 形 質 的 諸 特徴 の こと 。 ムスリム は 可能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 














デッラ テー の 祝福 と 平安 あれ ) の 言動 や 、 彼 の 認 証 旨 泥 二 及び 彼 の 
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@ 朗 衣 の サジ ダ の 形 : 











朗 計 の サジ ダ は 1 回 だ け で す 。 そ の 際 に 














ググ に 3 必 富 中 馬 す 。 


提 























2 
請 





ズ スグ クー23 も 必要 あり ませ ん 。 





@ 朗 衣 の サジ ダ の 徳 : 


は タク どー クツ 2 し 、 ま た 起立 姿勢 に 戻る 際 に も タ 








給 サ ラー 中 で な い 時 に は 、 起 立 姿 勢 も タク ビー ル も 、 久 シィ ネッ ンド が (信仰 告白 ) も 夕 














アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満 違 あ れ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 


アッ ラー か ら の 平 突 と 祝福 あれ ) は 
ける サジ ダ (すべ き 人 箇所 ) を 読ん で サジ ダ す れ ば 、 シ ャ イタ ー ン は 後ずさり し て 泣き 、 こ 

















言い まし た : 











"デー ダム の 了 学 (人間) が ケル デー ン に お 


ュー 


う 言う の だ : 「 彼 に 災難 あれ ( 別 の 伝承 で は 「 私 に 災難 あれ 」)。 アー ダム の 子 が サジ ダ を 谷 
じ ら れ て サジ ダ し 、 天 国 を 与え られ た 。 そ し て 私 は サジ ダ を 命じ られ た が それ に 従わ ず 、 

















地獄 を 定め られ た の だ 。」”」( ム スリ 





@⑯ サラ ー で イマ ー ム が サジ ダ し た 





@ 朗 斉 の サジ ダ の 最 中 に 唱え る こ 
































ム の 伝承 





ら 、 追 従者 も それ に 従わ な けれ ば な り ま せん 。 ま た 声 に 
出さ な い サ ラー で あっ た と し て も 、 イ マー ム が サジ ダ す べき 人 箇所 の ある 剖 名 を 読む の は 
訳 わ れる べき こと で は あり ませ ん 。 


と : 














朗 論 の サジ ダ の は 、 サ ラー の サジ ダ の 中 で 唱え る よう な ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) や ドゥ ッ ア 





【o) 


人 
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2 訳者 注 :・「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 の こと で す 。 














3 訳者 注 : 礼拝 最後 の 動作 で 、 右 と 左 に 振 
4 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (81)。 
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長 り 向い て 挨拶 する こと 。 


2 一 感謝 の サジ ダ 


@⑯ い 二 感謝 の サジ ダ を する か ? 


1 一 誰か が 正しい 道 に 導 か れ た り 、 イ スラ ー ム に 改宗 し た り 、 あ る い は ムスリム の 勝利 や 
新生 児 の 誕生 な ど 新 た な 恩恵 に 遭遇 し た 場合 に 行う の が スン ナ と な り ま す 。 














三山 

































































2 一 湧 れ た り 、 火 事 に 遺 っ た り 、 あ る い は 通り 魔 や 強盗 に 遺 っ た り し て 助かっ た 時 な ど 、 
災難 を 逃れ た 際 の 感謝 の 表現 と し て サジ ダ す る こと も スン ナ で す 。 





@⑯ 感謝 の サジ ダ の 形 : 














に お いて 行わ れ ま す 。 状況 が 許さ な い の で あれ は ば 起立 状態 中 座位 姿勢 の まま 行 
来 ま す 。 ま た 身体 が 清浄 で な い 状 態 に ある 時 も 可能 で す が 、 体 を 清め て か ら 行 
ぐ で し ま の 。 


感謝 の サジ ダ は タク ビー ル も タス リー ム も 伴わ な い 1 回 きり の サジ ダ で 、 サ ラー 外 の み 
行 




















アブ ー・ バ クラ ( 彼 に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) に よれ ば 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は 何 か 嬉 し い 事 が 起こ っ た り 、 あ る い は 何 か を 豆 ん だ り し た 時 に は 、 祝 福 
に 溢れ た 至高 の アッ ラー へ の 感謝 の 念 か ら サ ジ ダ し た も の で し た 。( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 5 








@ 感謝 の サジ ダ の 最 中 に 唱え る こと : 





























朗 詩 の サジ ダ の 最 中 は 、 サ ラー の サジ ダ の 中 で 唱え る よう な ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) や ドッ ア 
ー (祈願 ) を 唱え ます 。 



































5 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2774)、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1394)。 文章 は イブ 
ンジ ・ マ ー ジ ャ の も の 。 
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